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コンビュータによる協調学習支援システム(以下略 CSCL : Qomputer .supported Qollaborative ,Learning) 
(Koshmann 1996) とは、 「学習者間の相互作用を通した知識構築や問題解決」をコンビュータネットワーク上で
実現するソフトウェア、およびそうしたソフトウェアを活用した学習環境の総称である。






的認知アプローチ (Brown， Collins & Duguid 1989) 、社会的構成主義(菅井 1993) 、学習者中心主義 (Soloway
& Pryor 1996) など、様々な学習理論や認識論を理論的背景として、インターネット等の情報通信技術の発展の中
で創発した学際的な研究分野である。協調学習の成立条件は、話題の混乱が少なく活発な学習者の相互作用にある。
故に、 CSCL研究の中心的課題とは、学習者の相互作用を支援するため、どのような機能やインタフェースを実装す
ればよいのかを検討することにある。この課題に対して、初期の CSCL では、 「発言ラベル機能」としづ特徴的な機







筆者が開発を行った最初のシステムは、相互作用を可視化する機能を実装した CSCL rTeacher Episode Tank (以









る介入j が必要であるとしづ主張が数多く存在している (Salmon 2000 ・ Collison et al 2000) 。しかし、そのタス
クは、 1)相互作用の混乱の防止、 2)相互作用の活発化や学習活動の促進など、を含み非常に複雑で、多岐にわたるため、






そこで筆者は rAI による介入j とは異なる方法で、 1)相互作用の混乱を防止したり、 2)相互作用の活発化、学習活
動の促進を行える機能を CSCL に実装することをめざした。 3 章・ 4 章では、上記の 1) をめざした機能を実装した
CSCL (中原・西森他 2000、西森・中原他 2001) 、 5 章・ 6 章では 2) の解決をめざした CSCL (中原・浦嶋他
2003、中原・山内他 2003) を開発した。
第 3 章役割交代の CSCL への応用




問者J 、学習者たちの相互作用をボード上に可視化する「要約者」の 4 つがある。学習者はこれら 4 つの役割を交代
で担いつつ、相互作用を営むことができた。
この CSCL の設計コンセプトの妥当性を検証するため、文科系大学生・大学院生 4名を被験者としシステムの試行
実験を行った。ここで検証される妥当性とは、役割交代という機能を実装した rTable によっても学習者が無理なく
相互作用を行えるかどうかである。具体的には、「自由に発言ができたかJ r相互作用に参加できたかJ を確認した。




第 4 章では、 rTable の効果を検証するための比較実験を行った。比較実験の前に、 3 章で開発したパイロットシス
テムの操作性とインタフェースを改善した。
実験に参加した被験者は大学生 8 名で、あった。この被験者 8 名を 4名づつの 2 つの群に分け、 「役割交代機能J が
組み込まれた rTable を使用する条件 (rTable 条件)と、一般的なチャットソフトとダイアグラム作成ソフトを使用
する条件(チャット条件)の各条件下で、あるテーマについて討論させた。この結果、 rTable を用いると、 1)全体的
な発言数が減少すること、 2)話題の混乱が防がれることがわかった。
第 5 章 相互評価と相互作用の活発化
a且τ? ?
第 5 章では、相互評価機能を実装した CSCL を開発した。開発したシステムは、相互評価機能を実装した íWebboard
Plus (ウェブボード・プラス) J とよばれる電子掲示板である。相互評価とは「ある学習者が外化した自らの意見や
作品等に対して、他者が特定の方法で評価(レイティング)する活動」である。本システムにおいては、 「電子掲示
板に投稿したメッセージに対して加点を行いあうこと」を意味する。
評価として Webboard Plus を学習者に使用させ、相互評価のデザインコンセプトの有効性を検証した。検証実験
には、 38 名の学習者が参加した。彼らを、相互評価機能の実装されている Webboard Plus を使用する学習者グルー
プ 2 グループと、相互評価機能の実装されていない電子掲示板を使用する学習者グループを 2 グ、ループの計 4 つのグ
ループにわけ、一定期間 同一のテーマで、電子掲示板上で、議論してもらった。
ログ分析、および学習者に対する質問紙調査の結果、 Webboard Plus を用いた学習者たちは、 1)他の学習者の意見
を積極的に読み、かつ、 2)積極的に他の学習者の意見にコメントすることに従事していたことがわかった。電子掲示
板上の相互作用は Webboard Plus 群の方が活発なもので、あった。このことより、相互評価という設計コンセプトは、
学習者同士の相互作用を活発化する可能性を有していることがわかった。
第 6 章相互評価と学習活動の活発化










と呼称していた)から発せられていた。 2 章で指摘したとおり、 「メンターによる介入J が学習者の学習活動を促進
することが改めて確認された。後者の相互評価機能は、本システムに実装された特徴的な機能で、あった。評価の結果、
相互評価機能はロボットの製作活動を促進することに対して有効で、あった事例が観察された。
第 7 章学習者が相互に貢献する CSCL




CSCL の設計に際しては、学習者が「相互に貢献 (mutualcontribution) J しあう関係の中で相互作用を営むこと
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第 1 章では、歴史や理論的背景を述べると共に、 CSILE や CoVis など初期の CSCL に実装されていた発言ラベル
機能(カテゴリー付発言)について検討を行っている。第 2 章では「発言」間の関係を参加者各人が画面上に可視化
できる CSCL を開発し、教師の学習共同体で運用した状況を分析している。第 3 、 4 章では、参加者が役割交代を行
う CSCL を開発し、 Web 教材を併用する共同学習の事例から、相互作用の混乱の軽減を示唆している。第 5 、 6 章
では、参加者による相互評価機能を実装した CSCL を開発、小中学生のロボット製作コンテストで使用、学習活動の
促進と支援者による介入の重要性を確認している。また第 7 章では、今後の課題として協調学習の詳細な過程分析の
重要性に触れている。
以上、概略を述べたように、本論文は CSCL の理論的・実践的な確立を試みており、その方法や成果は、今後の教
育工学関連、特にネットワークを活用した遠隔協調学習分野の研究に多大の影響を与えると考える。
以上の理由から、本論文は、博士(人間科学)の学位論文として十分に価値あるものと判定した。
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